
2017～2018年度 No.1

　第  6　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

  ○  L 中嶋　文夫　委員長 ○  L 高橋　美恵子 副委員長   ○  L 元田　秀治　副委員長

  ○  L 川口　学  副委員長 ○  Ｌ 福田　守弘 アドバイザー ○  L 杉田　昇 　副委員長

 L 江森　陽子　  委員 ○  L 小笠原　耕司　副委員長  L 新渕　伸也　  委員

○  L 和﨑　健治　　委員  L 七戸　淳　　　  委員  L 相野谷　信之 委員

 L　島崎　政虎　 委員 ○  L 市原　晃毅　   委員 ○  L 清水　健二　  委員

○  L　関　飛雄一　 委員 ○  L 中村　久文　   委員 ○  L　杉谷　洋二　　委員

○ Ｌ山本 憲一　キャビネット副幹事
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2 キャビネット報告事項　　担当副幹事　Ｌ山本　憲一

3

作　成　者

④1月29日（月）の臨時第1回キャビネット会議における委員会報告

中長期複合委員会報告　　　L福田　守弘

②ライオンズクラブ100周年を迎えた地区運営（守ること、改革すべき事）

別紙　学生ボランティアについて　副委員長　L　小笠原　耕司

別紙　11/13　第2回キャビネット会議質疑応答

　Ｌ杉谷　洋二

次　　　第

議　　　題

次回開催日
時

　　　　　　場 新宿・玄菜会議室

これまでの討議内容確認及び来期委員会報告事項等スケジュール確認。

　２０１７年　2月19日　　月曜日　　　１5時45分　～１7時００分

中嶋委員長より1/29臨時キャビネット会議における委員会報告事項に向けて最終確認を行う。

別紙臨時第1回キャビネット会議委員長報告書参照

協議事項①～④

議事録作成者　Ｌ杉谷　洋二

報告事項　キャビネット報告事項　担当副幹事　Ｌ山本　憲一

第101回国際大会について

審議経過事項の概要

委員長挨拶　　中嶋委員長

ライオンズソング・コンペティションについて

協議事項　

承認事項：第5回委員会議事録

①当該年度の問題点　

③オリンピック・パラリンピックのLCとしての構想と創造　　

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　杉田　昇

開会挨拶　副委員長　Ｌ川口　学

委員長挨拶　

　２０１7年12月18日月曜日　　　　　　　１５時45分　～　１７時００分

キャビネット事務局小会議室

　出席オブザーバー

中長期ビジョン委員会

 L中嶋　文夫

出席者



複合セミナーについて。

1年で担当が代わってしまっては、これまでの貴重な意見が繁栄されない可能性あり、

複数年の継続が重要ではないかとの意見。

正会員への勧誘に繋げる。

　YES生兼学生ボランティア等との連携

3.オリパラ支援委員会の方針と連携

家族会員にはアクティビティに参加して頂き、ライオンズのことを周知。

　ゾーン単位等他団体との連携

審議経過事項の概要

前回討議からの重要事項の再確認

1.中長期の定義・ビジョンの設定

2.正会員以外の分析と今後の方針について

　新規アクティビティの創設

No.2
議　　　題

家族会員が賛助会員に近い役割を担っている。

中長期ビジョン委員会1年間の意義について

　組織委員会との関わり方。チケットの確保、人数等協議の上、オリパラ準備委員会に報告。

家族会員増強により成功しているクラブ

アクティビティの創意工夫により成功しているクラブが多数あり、見習い、実施していきたい。

　学生ボランティアとの連携

提案・検討事項

外部との連携によるアクティビティ

例）盲導犬協会との連携により、アクティビティ実施。大きい組織との連携により、

魅力あるアクティビティを開催することができ、また他団体、個人へのアピールも大きく、

寄付金を多く集めることができている。

半年間で当委員会の意見が纏まってきたと思います。

正会員、賛助会員の入会は難しいが、家族会員だと入会したいメンバーを増やし、

メンバー増加に結びつける。

これも委員長並びに皆様の活発なご意見があったからこそ形になってきました。

来年も皆様と元気でお会いできることを楽しみにしています。

その他

日程調整が合えば、開催すべきとの意見。

議事録作成　杉谷


